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■ 
西
神
崎
湊
十
二
社
大
弊
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
湊
十
二
社
（
舞
鶴
市
神
崎
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
縮
尺
は
二
○

分
の
一
。
船
名
は
大
弊
丸
で
、
結
に
は
な
く
、
伝
馬
船
の
櫂
に
記
さ
れ
て
い
る
。
奉
納
年
・

奉
納
者
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
五
九
・
一
尺
、
肩
二
七
・
九
尺
、
深
さ
九
・
○
尺
で
、
大
工

間
尺
石
数
は
一
四
八
四
石
で
あ
る
。
航
長
さ
は
肩
の
倍
以
下
と
い
う
当
時
の
木
割
か
ら
す

れ
ば
、
肩
に
対
し
て
航
が
長
い
が
、
同
様
の
例
は
ま
ま
み
ら
れ
る
の
で
、
特
に
異
と
す
る

に
は
及
ば
な
い
。
な
お
、
本
雛
形
は
航
と
根
棚
を
一
木
で
作
り
、
根
棚
を
刳
り
出
し
て
い

な
い
た
め
、
実
測
で
き
な
い
深
さ
は
、『
廻
船
寸
法
割
方
控
』
に
よ
り
航
厚
さ
を
一
・
一
尺

と
し
て
求
め
た
。

　
北
前
船
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
船
梁
・
下
船
梁
の
代
わ
り
に
入
れ
る
中
船
梁
兼
用
の
湾

曲
し
た
下
船
梁
と
北
前
形
式
の
雨
押
が
あ
る
。
北
前
形
式
の
雨
押
と
は
、
船
首
の
反
り
に

あ
わ
せ
て
舳
の
垣
立
の
雨
押
の
反
り
を
大
き
く
す
る
と
、
荷
物
を
積
ん
だ
時
に
伝
馬
船
を

置
く
の
に
不
都
合
を
生
じ
る
た
め
、
雨
押
の
上
面
に
材
を
継
ぎ
足
し
て
反
り
を
緩
和
し
た

雨
押
の
こ
と
で
、
厚
さ
が
一
様
な
他
の
弁
才
船
の
雨
押
と
は
一
目
で
区
別
が
つ
く
。
こ
れ

ら
二
つ
の
北
前
船
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
る
雛
形
は
本
雛
形
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
北
前

船
の
研
究
史
上
、
本
雛
形
が
重
要
な
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
舳
の
垣
立
は
上
筋
二
枚
・
大

筋
一
枚
で
、
遅
く
も
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
出
現
し
て
、
急
速
に
普
及
す
る
足
洗
が

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
雛
形
は
天
保
期
初
年
の
製
作
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
従
来
、
中
船
梁

兼
用
の
下
船
梁
の
初
出
は
天
保
八
年
の
丹
後
溝
谷
神
社
雛
形
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
雛
形

に
よ
り
出
現
の
時
期
は
、
若
干
、
上
が
る
。
ち
な
み
に
、
本
雛
形
は
伝
馬
込
の
置
台
を
二

重
に
し
て
お
り
、
腰
当
船
梁
下
面
よ
り
深
く
船
足
を
入
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
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■ 
丹
後
溝
谷
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
奉
納
札
に
よ
る
と
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
八
月
一
七
日
に
間
人
村
の
船

大
工
松
本
友
四
郎
と
松
本
六
左
衛
門
等
に
よ
っ
て
溝
谷
神
社
（
京
丹
後
市
弥
栄
町
）
の
祭

神
で
あ
る
新
羅
大
明
神
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
。
船
名
は
な
い
。
縮
尺
は
一
○
分
の
一
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
五
三
・
五
尺
、
肩
二
五
・
○
尺
、
深
さ
八
・
四
五
尺
で
、
大

工
間
尺
石
数
は
一
一
二
八
石
で
あ
る
。
航
長
さ
は
肩
の
倍
以
下
と
い
う
当
時
の
木
割
か
ら

す
れ
ば
、
肩
に
対
し
て
航
が
長
い
が
、
こ
う
し
た
例
は
ま
ま
み
ら
れ
る
。

　
胴
の
間
の
矧
付
と
舳
の
垣
立
の
立
の
本
数
の
省
略
を
除
け
ば
、
概
し
て
本
雛
形
の
出
来

は
よ
い
。
し
か
し
、
下
五
尺
笹
板
を
欠
く
五
尺
、
淦
間
船
梁
と
切
船
梁
の
下
で
は
な
く
、

三
の
間
船
梁
と
雇
船
梁
の
下
に
入
れ
た
中
船
梁
兼
用
の
下
船
梁
、
五
枚
筋
の
上
の
二
枚
に

代
え
て
伝
馬
込
艫
一
番
立
か
ら
開
口
舳
一
番
立
ま
で
取
り
付
け
た
掛
筋
は
珍
し
い
。

　
弁
才
船
の
様
式
編
年
上
で
本
雛
形
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
足
洗
と
北
前
船
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
中
船
梁
兼
用
の
湾
曲
し
た
下
船
梁
の
出
現
が
本
雛
形
を
も
っ
て
嚆
矢

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
石
井
謙
治
氏
は
こ
う
指
摘
す
る
。
足
洗
の
初
出
は
、
雛
形
が
天
保

八
年
、
船
絵
馬
が
天
保
九
年
、
図
面
が
天
保
一
四
年
な
の
で
、
足
洗
が
天
保
八
年
頃
に
出

現
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
船
絵
馬
を
み
る
と
、
足
洗
は
天
保
三
年
か
ら
八
年
ま
で
の

三
二
点
に
は
な
く
、
天
保
九
年
の
一
○
点
中
の
三
点
、
天
保
一
○
年
の
八
点
中
の
三
点
、

天
保
一
一
年
以
降
の
大
半
に
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
足
洗
の
急
速
な
普
及
は
明
ら
か

で
あ
る
、
と
。
一
方
、
雛
形
以
外
に
は
存
在
を
確
認
す
る
術
の
な
い
中
船
梁
兼
用
の
下
船

梁
は
、
天
保
期
の
製
作
と
推
定
さ
れ
る
西
神
崎
湊
十
二
社
大
弊
丸
雛
形
と
小
浜
若
狭
彦
神

社
雛
形
に
も
入
っ
て
い
る
か
ら
、
天
保
期
の
普
及
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
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■ 
西
神
崎
湊
十
二
社
雛
形

　
本
雛
形
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
湊
十
二
社
（
舞
鶴
市
神
崎
）
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
縮
尺
二
○
分
の
一
の
北
前
船
。
船
名
は
な
く
、
航
と
右
舷
中
棚
に
次
の
よ

う
な
墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
家
内
安
全
　
　
　
　
申
ノ
歳

　
　
奉
献
　
　
　
　
　
　
願
主
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
海
上
無
難
　
　
　
　
子
ノ
歳

　
　
　
嘉
永
五
歳
子
七
月
吉
日

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
八
・
一
尺
、
肩
二
五
・
○
尺
、
深
さ
七
・
三
六
尺
、
大
工

間
尺
石
数
八
八
五
石
で
あ
る
。
本
雛
形
は
中
棚
よ
り
下
の
船
体
を
一
木
で
作
っ
て
、
航
と

根
棚
の
内
面
を
刳
り
出
し
て
い
な
い
た
め
、
実
測
で
き
な
い
深
さ
は
、『
船
大
工
心
得
能
本
』

『
帆
船
製
造
寸
法
書
』
に
従
っ
て
「
肩
ニ
四
五
掛
」
を
航
厚
さ
と
し
て
求
め
た
。

　
本
雛
形
の
出
来
は
ま
ず
ま
ず
で
、
舳
の
垣
立
の
立
の
本
数
が
少
な
く
、
中
船
梁
兼
用
の

下
船
梁
の
代
わ
り
に
中
船
梁
を
入
れ
る
な
ど
省
略
が
目
立
つ
反
面
、
艫
矢
倉
は
念
入
り
に

作
ら
れ
て
い
る
。
弁
才
船
の
様
式
編
年
に
本
雛
形
は
必
ず
し
も
不
可
欠
で
は
な
い
。
本
雛

形
の
よ
う
な
上
廻
り
は
、
す
で
に
天
保
期
初
年
に
登
場
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
雛
形

で
重
要
な
の
は
、
寄
掛
左
舷
の
水
走
と
右
舷
の
水
箱
（
水
櫃
と
も
書
く
）、
知
里
の
あ
い
だ

に
渡
し
た
尻
棚
貫
抜
の
存
在
を
雛
形
と
し
て
初
め
て
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
弁
才
船

が
漕
櫓
を
止
め
て
、
台
間
を
ふ
さ
ぐ
と
と
も
に
開
口
よ
り
後
ろ
の
矧
付
を
高
く
し
て
挟
の

間
の
台
所
を
蹴
上
船
梁
の
前
に
移
し
た
結
果
、
寄
掛
の
後
部
に
水
走
と
水
箱
を
設
け
、
転

落
防
止
の
た
め
に
尻
棚
貫
抜
を
取
り
付
け
た
に
相
違
な
く
、
水
走
と
水
箱
と
尻
棚
貫
抜
の

出
現
が
一
八
世
紀
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な
お
、
本
雛
形
の
尻
棚
貫

抜
は
失
わ
れ
て
な
く
、
知
里
に
受
け
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
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■ 
讃
岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形

　
本
雛
形
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
）

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
絵
馬
殿
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
縮
尺
一
○
分
の
一
の
北

前
船
。
船
名
は
金
比
羅
丸
で
、
航
と
左
右
両
舷
の
中
棚
に
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
奉
　
　
大
願
成
就

　
　
　
　
　
御
神
前
　
　
　
小
豆
島
草
加
部
村
田
之
浦

　
　
　
　
　
願
主
船
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
船
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
兵
衛

　
　
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
處
　
伝
　
作

　
　
　
　
　
慶
応
元
乙
丑
歳
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
喜
　
助

　
　
　
　
　
十
月
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
政
治
郎

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
三
七
・
一
尺
、
肩
一
八
・
六
尺
、
深
さ
五
・
一
八
尺
、
大
工
間

尺
石
数
三
五
七
石
で
あ
る
。
一
見
、
肩
に
比
し
て
深
さ
が
浅
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
明

治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
小
豆
島
土
庄
の
嶋
屋
四
郎
太
夫
を
板
元
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
木

割
書
『
船
大
工
心
得
能
本
』
に
よ
く
合
致
す
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
関
船
の
図
解
『
席
船
諸
名
集
図
解
』
で
六
窓
軒
は
、「
新
考
」

と
し
て
セ
コ
を
紹
介
し
て
い
る
。
セ
コ
と
は
中
船
梁
・
下
船
梁
の
代
わ
り
に
中
棚
よ
り
下

に
設
け
た
隔
壁
の
こ
と
で
、
セ
コ
が
弁
才
船
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
本
雛
形
で
初

め
て
確
認
で
き
る
。
セ
コ
と
工
作
上
の
便
宜
か
ら
入
れ
る
隔
壁
を
区
別
す
る
の
は
む
つ
か

し
い
が
、
本
雛
形
の
隔
壁
が
セ
コ
と
知
れ
る
の
は
、
中
棚
に
隔
壁
に
沿
っ
て
入
頭
の
列
が

あ
り
、
中
棚
の
外
側
か
ら
釘
を
隔
壁
に
打
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
セ
コ

の
入
頭
は
本
雛
形
の
出
来
の
よ
さ
を
物
語
っ
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
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■ 
東
京
国
立
博
物
館
薩
摩
形
雛
形

　
本
雛
形
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
で
、
現
在
は
船
の
科
学
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
に
明
治
二
○
年
一
月
以
降
の
五
○
○
石
以
上
の
日
本

形
船
の
建
造
禁
止
令
が
制
定
さ
れ
た
た
め
、
日
本
形
船
の
記
録
保
存
を
目
的
と
し
て
明
治

一
九
年
に
博
物
館
が
東
京
の
緒
明
造
船
所
に
製
作
さ
せ
た
の
が
本
雛
形
で
あ
る
。
禁
止
令

の
実
効
性
は
本
雛
形
の
製
作
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
よ
う
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
布
告
は
罰
則
の
欠
如
、
新
造
と
修
繕
の
区
別
の
曖
昧
さ
、
正
確
な
積
量

測
度
の
難
し
さ
が
あ
い
ま
っ
て
ザ
ル
法
と
化
し
、
五
○
○
石
以
上
の
日
本
形
船
の
建
造
が

続
く
か
ら
で
あ
る
。

　
縮
尺
は
二
○
分
の
一
。
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
五
・
○
尺
、
肩
二
四
・
六
尺
、
深

さ
八
・
四
五
尺
、
大
工
間
尺
石
数
九
三
四
石
で
、
帆
の
反
数
は
二
五
反
で
あ
る
。
な
お
、
本

雛
形
が
薩
摩
形
と
称
さ
れ
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　
記
録
保
存
を
目
的
と
す
る
だ
け
に
、
本
雛
形
は
細
部
ま
で
実
に
よ
く
出
来
て
い
る
。
弁

才
船
の
雛
形
で
は
棚
板
に
入
頭
を
入
れ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
装
飾
に
す
ぎ
ず
、

実
船
で
は
船
喰
い
虫
対
策
と
し
て
航
と
棚
板
に
は
包
板
を
打
つ
た
め
、
釘
頭
を
埋
木
し
て

も
、
入
頭
を
入
れ
る
こ
と
は
な
い
。
本
雛
形
の
場
合
、
右
舷
の
船
体
に
は
実
船
の
よ
う
に

包
板
を
打
つ
の
に
対
し
、
航
と
根
棚
、
根
棚
と
中
棚
、
四
通
り
と
中
棚
の
結
合
法
や
上
棚

の
大
継
の
埋
木
の
方
法
、
根
棚
・
中
棚
と
外
艫
の
取
付
け
法
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
左
舷

の
船
体
に
は
包
板
を
打
っ
て
い
な
い
。
構
造
を
巧
み
に
み
せ
る
点
で
は
本
雛
形
と
鉄
道
博

物
館
雛
形
は
甲
乙
を
つ
け
が
た
く
、
本
雛
形
か
鉄
道
博
物
館
雛
形
を
参
照
し
な
が
ら
、『
大

和
形
船
製
造
寸
法
書
』
を
読
め
ば
、
明
治
一
○
年
代
終
わ
り
の
弁
才
船
の
構
造
が
よ
く
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
雛
形
は
艤
装
も
完
全
に
施
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
今
日
で
は
相
当
失
わ
れ
て
い
る
。
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断面図（縮尺1/4）
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■ 
佐
賀
大
堂
神
社
雛
形

　
本
雛
形
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
大
堂
神
社
（
佐
賀
市
諸
富
町
）
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
、
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
に
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

縮
尺
一
○
分
の
一
の
北
前
船
。
船
名
は
日
本
丸
で
、
航
の
墨
書
銘
は
読
め
な
い
が
、
本
多

美
穂
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
寄
贈
を
受
け
た
頃
の
メ
モ
に
よ
る
と
「
明
治
十
九
年
再
建
」

と
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
実
船
に
換
算
し
て
、
航
長
さ
四
八
・
八
尺
、
肩
二
八
・
一
尺
、
深
さ
八
・
六
五
尺
で
、
大
工

間
尺
石
数
は
一
一
八
六
石
で
あ
る
。
上
面
を
閉
ざ
し
た
根
棚
は
一
木
か
ら
の
刳
出
し
の
た

め
、
実
測
で
き
な
い
深
さ
は
、『
船
大
工
心
得
能
本
』『
帆
船
製
造
寸
法
書
』
に
従
っ
て
「
肩

ニ
四
五
掛
」
を
航
厚
さ
と
し
て
、
腰
当
船
梁
の
上
面
か
ら
航
の
下
面
ま
で
の
距
離
か
ら
引

い
て
求
め
た
。
本
雛
形
の
よ
う
に
船
体
を
一
木
か
ら
刳
り
出
し
た
雛
形
で
は
主
要
寸
法
の

関
係
が
不
都
合
な
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
本
雛
形
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
肩
に
対
し
て
深

さ
が
浅
く
、
九
・
四
尺
く
ら
い
は
必
要
で
あ
る
。

　
伝
馬
込
の
矧
付
は
高
く
、
舳
の
垣
立
の
雨
押
の
上
端
と
面
一
な
の
で
、
も
は
や
伝
馬
込

に
伝
馬
船
を
搭
載
で
き
ず
、
本
雛
形
は
積
荷
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
伝
馬
船
を
合
羽
の
上

に
常
置
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
な
る
と
常
苫
と
蛇
腹
垣
を
常
設
し
て
も
不
思
議
は
な

い
が
、
本
雛
形
は
そ
う
で
は
な
い
。
帆
柱
を
み
る
と
、
艫
矢
倉
上
に
二
本
の
綱
が
張
ら
れ

て
い
る
。
前
が
帆
足
を
取
る
大
渡
、
後
ろ
が
横
風
帆
走
時
に
風
下
側
の
帆
足
を
取
る
脇
廻

で
あ
る
。
荷
物
を
積
ん
で
常
苫
を
葺
く
と
、
常
苫
が
繰
帆
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
大
渡
を

脇
廻
の
後
ろ
に
移
す
か
ら
、
帆
柱
の
前
に
張
っ
た
大
渡
は
空
船
時
に
は
常
苫
を
葺
か
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
帆
柱
の
前
に
大
渡
を
張
る
の
は
古
い
や
り
方
で
、
当
時
は

腰
当
船
梁
上
に
張
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
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断面図（縮尺1/7）
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